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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第53期

第３四半期
累計期間

第54期
第３四半期
累計期間

第53期

会計期間

自　平成25年
　　３月１日
至　平成25年
　　11月30日

自　平成26年
　　３月１日
至　平成26年
　　11月30日

自　平成25年
　　３月１日
至　平成26年
　　２月28日

売上高及び営業収入 （千円） 34,284,542 34,091,939 44,848,285

経常利益 （千円） 377,323 660,067 129,962

四半期純利益又は

当期純損失（△）
（千円） 87,170 355,430 △220,692

持分法を適用した

場合の投資利益
（千円） － － －

資本金 （千円） 4,224,255 4,224,255 4,224,255

発行済株式総数 （株） 20,827,911 20,827,911 20,827,911

純資産額 （千円） 10,628,838 10,638,078 10,313,757

総資産額 （千円） 35,386,447 35,036,225 33,524,934

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり当期純損失金額（△）
（円） 4.32 17.62 △10.93

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額
（円） － － －

１株当たり配当額 （円） 1.25 1.25 2.50

自己資本比率 （％） 30.0 30.4 30.8

 

回次
第53期

第３四半期
会計期間

第54期
第３四半期
会計期間

 

会計期間

自　平成25年
９月１日

至　平成25年
11月30日

自　平成26年
９月１日

至　平成26年
11月30日

 

１株当たり四半期純損失金額（△） （円） △6.52 △1.62  

（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な

経営指標等の推移については記載しておりません。

２　売上高及び営業収入には、消費税等は含まれておりません。

３　持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がありませんので記載してお

りません。

４　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は、潜在株式が存在しないため

記載しておりません。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容に

重要な変更はありません。また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等又は、前事

業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等は行われておりません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において判断したものです。

(1）業績の状況

　当第３四半期累計期間におけるわが国の経済は、政府の経済政策と日銀の金融緩和により、企業収益の回復基調

と、それに伴う雇用環境の改善と株高が見られました。しかしながら、一方で、消費税増税前の駆け込み需要に対

する反動減の影響と、先行している物価上昇のペースに所得の増加が追い付かない実質所得の減少を招きました。

消費税率の再引き上げの延期が見込まれることによって、消費の下押しがなくなることが期待されるものの、円安

による原材料コストの上昇を受けた物価の更なる上昇が懸念されるなど、足元の景気のもたつきから持ち直すには

先行き不透明な状況が続いております。

　このような経済情勢の中、当社におきましては、消費税増税前後の駆け込み需要とその反動減が顕著に表れ、今

夏の台風や集中豪雨などの天候不順が夏物販売に影響したものとなりました。また、第２四半期累計期間に引き続

き、園芸農業・資材工具部門は堅調な売上推移をしたものの、消費税増税後の消費の大幅な落ち込みからの回復が

遅れていることなどから、他部門での販売が振るわず、当第３四半期累計期間の売上高及び営業収入は前年同期を

下回る結果となりました。店舗につきましては、当第３四半期累計期間で、ホームセンター２店の新設（建替増

床）とホームセンター２店、イエローハット１店及びブックセンター１店の全面改装を実施し、ホームセンター２

店を閉店いたしました。

　当第３四半期累計期間の売上高及び営業収入は、340億９千１百万円で前年同期比１億９千２百万円（0.6％）の

減少となりました。売上高は、328億３千万円で前年同期比１億６千７百万円（0.5％）の減少、営業収入は12億６

千１百万円で前年同期比２千５百万円（2.0％）の減少となりました。

　損益面では、販売費及び一般管理費の減少により、営業利益は７億６千５百万円で前年同期比２億７千４百万円

（56.0％）の増加、経常利益は６億６千万円で前年同期比２億８千２百万円（74.9％）の増加となりました。四半

期純利益につきましては、３億５千５百万円で前年同期比２億６千８百万円（307.7％）の増加となりました。

　なお、当社はホームセンターを主たる事業とする一般小売業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載

を省略しております。

 

(2）財政状態の分析

　当第３四半期会計期間末における総資産は、前事業年度末と比較し15億１千１百万円増加し、350億３千６百万

円となりました。これは、主に現金及び預金12億５千３百万円とたな卸資産４億３千５百万円の増加などによるも

のです。

　当第３四半期会計期間末における負債は、前事業年度末と比較し11億８千６百万円増加し、243億９千８百万円

となりました。これは、主に仕入債務12億７千５百万円、未払法人税等３億２千３百万円の増加と、借入金７億７

千５百万円の減少などによるものです。

　当第３四半期会計期間末における純資産は、前事業年度末と比較し３億２千４百万円増加し、106億３千８百万

円となりました。これは、主に四半期純利益による３億５千５百万円の増加と、剰余金の配当による５千万円の減

少などによるものです。
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(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題

はありません。

 

(4）研究開発活動

該当事項はありません。

 

(5）主要な設備

前事業年度末において計画中であった主要な設備の新設、休止、大規模改修、除却、売却等について、当第３四

半期累計期間に著しい変更があったものは、次のとおりであります。
 

投資予定額、着工及び完了予定年月、完成後及び増加売場面積が変更（下線部分）となった案件

変更前

事業所名
（所在地）

事業部門の名称 設備の内容
投資予定額（千円）

資金調達
方法

着手
（予定）年月

完了
（予定）年月

完成後の
売場面積
（㎡）

増加する
売場面積
（㎡）総額 既支払額

下津店

（和歌山県海南市）

ホーム

センター事業

新設店舗

（建替）
103,106 2,384

自己資金

及び

借入金

平成26年

６月

平成26年

９月
987 481

福知山店

（京都府福知山市）
同上

新設店舗

（建替）
354,987 5,940

自己資金

及び

借入金

平成26年

４月

平成26年

10月
2,533 2,033

 
変更後

事業所名
（所在地）

事業部門の名称 設備の内容
投資額（千円）

資金調達
方法

着手年月 完了年月
完成後の
売場面積
（㎡）

増加する
売場面積
（㎡）総額 既支払額

下津店

（和歌山県海南市）

ホーム

センター事業

新設店舗

（建替）
177,010 169,243

自己資金

及び

借入金

平成26年

６月

平成26年

11月
988 482

 

事業所名
（所在地）

事業部門の名称 設備の内容
投資予定額（千円）

資金調達
方法

着手年月
完了
（予定）年月

完成後の
売場面積
（㎡）

増加する
売場面積
（㎡）総額 既支払額

福知山店

（京都府福知山市）

ホーム

センター事業

新設店舗

（建替）
444,995 46,396

自己資金

及び

借入金

平成26年

５月

平成27年

２月
2,677 2,178
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 72,000,000

計 72,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）

（平成26年11月30日）

提出日現在
発行数（株）

（平成27年１月14日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 20,827,911 20,827,911
東京証券取引所

市場第二部

単元株式数は1,000株

であります。

計 20,827,911 20,827,911 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
 

（千円）

資本金残高
 

（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

平成26年９月１日～

平成26年11月30日
－ 20,827,911 － 4,224,255 － 3,999,241

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができませんので、直前の基準日である平成26年８月31日の株主名簿により記載しております。

①【発行済株式】

平成26年８月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　　　 651,000
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式　　19,930,000 19,930 －

単元未満株式 普通株式　　　 246,911 － －

発行済株式総数 20,827,911 － －

総株主の議決権 － 19,930 －

（注）　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式378株が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成26年８月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

株式会社ジュンテンドー

島根県益田市

下本郷町206番地５
651,000 － 651,000 3.13

計 － 651,000 － 651,000 3.13

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１　四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第63号）に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（平成26年９月１日から平

成26年11月30日まで）及び第３四半期累計期間（平成26年３月１日から平成26年11月30日まで）に係る四半期財

務諸表について有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３　四半期連結財務諸表について

　「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項に

より、当社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目から見て、当

企業集団の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が

乏しいものとして、四半期連結財務諸表は作成しておりません。

　なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

資産基準　　　　0.01％

売上高基準　　　0.01％

利益基準　　　　0.30％

利益剰余金基準　0.12％
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成26年２月28日)
当第３四半期会計期間
(平成26年11月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 751,888 2,004,988

受取手形及び売掛金 111,168 191,775

商品 11,446,198 11,885,034

貯蔵品 24,245 20,962

その他 931,799 973,028

流動資産合計 13,265,300 15,075,789

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 23,610,754 23,874,900

減価償却累計額 △15,491,974 △15,789,140

建物及び構築物（純額） 8,118,780 8,085,759

土地 5,811,957 5,809,883

その他 4,275,722 3,959,376

減価償却累計額 △3,415,725 △3,220,137

その他（純額） 859,997 739,238

有形固定資産合計 14,790,735 14,634,882

無形固定資産 881,355 855,992

投資その他の資産 4,587,542 4,469,561

固定資産合計 20,259,634 19,960,436

資産合計 33,524,934 35,036,225

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 6,174,317 ※ 7,449,438

短期借入金 3,732,280 5,244,134

未払法人税等 60,367 383,825

引当金 389,575 534,309

その他 1,211,139 1,476,525

流動負債合計 11,567,679 15,088,233

固定負債   

長期借入金 8,273,042 5,985,560

退職給付引当金 2,162,335 2,227,695

引当金 － 13,700

資産除去債務 405,803 411,754

その他 802,316 671,203

固定負債合計 11,643,497 9,309,913

負債合計 23,211,177 24,398,147
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  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成26年２月28日)
当第３四半期会計期間
(平成26年11月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,224,255 4,224,255

資本剰余金 3,999,241 3,999,241

利益剰余金 2,188,283 2,493,268

自己株式 △113,125 △113,781

株主資本合計 10,298,656 10,602,985

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 15,100 35,093

評価・換算差額等合計 15,100 35,093

純資産合計 10,313,757 10,638,078

負債純資産合計 33,524,934 35,036,225
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（２）【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期累計期間
(自　平成25年３月１日
　至　平成25年11月30日)

当第３四半期累計期間
(自　平成26年３月１日
　至　平成26年11月30日)

売上高 32,997,966 32,830,566

売上原価 23,483,500 23,198,304

売上総利益 9,514,465 9,632,261

営業収入 1,286,576 1,261,373

不動産賃貸収入 343,070 347,598

業務受託収入 943,505 913,775

営業総利益 10,801,041 10,893,635

販売費及び一般管理費 10,310,176 10,127,946

営業利益 490,865 765,689

営業外収益   

受取利息 22,511 21,684

受取配当金 2,158 2,370

受取手数料 5,062 4,474

雑収入 36,514 31,334

営業外収益合計 66,246 59,863

営業外費用   

支払利息 169,183 154,850

雑損失 10,605 10,634

営業外費用合計 179,788 165,485

経常利益 377,323 660,067

特別利益   

固定資産売却益 － 14,929

受取保険金 1,300 26,546

特別利益合計 1,300 41,476

特別損失   

固定資産除却損 34,422 26,619

固定資産圧縮損 588 249

減損損失 39,741 －

店舗閉鎖損失引当金繰入額 － 13,700

賃貸借契約解約損 94,650 360

災害による損失 － 25,849

特別損失合計 169,403 66,779

税引前四半期純利益 209,220 634,764

法人税、住民税及び事業税 203,459 367,913

法人税等調整額 △81,409 △88,580

法人税等合計 122,050 279,333

四半期純利益 87,170 355,430
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【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

当第３四半期会計期間（自　平成26年９月１日　至　平成26年11月30日）

　該当事項はありません。

 

（四半期貸借対照表関係）

※　四半期会計期間末日満期手形

　四半期会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。なお、

当四半期会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期会計期間末日満期手形が四半期会計期間末

日残高に含まれております。

 
前事業年度

（平成26年２月28日）
当第３四半期会計期間
（平成26年11月30日）

支払手形 －千円 327,542千円

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計

期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間

（自　平成25年３月１日
至　平成25年11月30日）

当第３四半期累計期間
（自　平成26年３月１日
至　平成26年11月30日）

減価償却費 902,324千円 817,837千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自　平成25年３月１日　至　平成25年11月30日）

１　配当に関する事項

(1）配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年５月24日

定時株主総会
普通株式 40,375 2.00 平成25年２月28日 平成25年５月27日 利益剰余金

平成25年10月７日

取締役会
普通株式 25,230 1.25 平成25年８月31日 平成25年11月25日 利益剰余金

 

(2）基準日が当事業年度の開始の日から当四半期会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生日が

当四半期会計期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

２　株主資本の著しい変動に関する事項

　前事業年度の末日と比較して著しい変動はありません。
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Ⅱ　当第３四半期累計期間（自　平成26年３月１日　至　平成26年11月30日）

１　配当に関する事項

(1）配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年５月23日

定時株主総会
普通株式 25,225 1.25 平成26年２月28日 平成26年５月26日 利益剰余金

平成26年10月10日

取締役会
普通株式 25,220 1.25 平成26年８月31日 平成26年11月25日 利益剰余金

 

(2）基準日が当事業年度の開始の日から当四半期会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生日が

当四半期会計期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

２　株主資本の著しい変動に関する事項

　前事業年度の末日と比較して著しい変動はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自　平成25年３月１日　至　平成25年11月30日）

　当社はホームセンターを主たる事業とする一般小売業の単一セグメントであるため、記載を省略しており

ます。

 

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自　平成26年３月１日　至　平成26年11月30日）

　当社はホームセンターを主たる事業とする一般小売業の単一セグメントであるため、記載を省略しており

ます。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間

（自　平成25年３月１日
至　平成25年11月30日）

当第３四半期累計期間
（自　平成26年３月１日
至　平成26年11月30日）

１株当たり四半期純利益金額 4円32銭 17円62銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 87,170 355,430

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 87,170 355,430

普通株式の期中平均株式数（千株） 20,184 20,177

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

中間配当

　第54期（平成26年３月１日から平成27年２月28日まで）中間配当については、平成26年10月10日開催の取締役会に

おいて、平成26年８月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議

いたしました。

①　配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　25,220千円

②　１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　１円25銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　平成26年11月25日
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年１月13日

株式会社ジュンテンドー

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 小　松　原　浩　平　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 髙　山　　　裕　三　　印

 

     

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられてい
る株式会社ジュンテンドーの平成26年３月１日から平成27年２月28日までの第54期事業年度の第３四半
期会計期間（平成26年９月１日から平成26年11月30日まで）及び第３四半期累計期間（平成26年３月１
日から平成26年11月30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算
書及び注記について四半期レビューを行った。
 

四半期財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して
四半期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。
 

監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務
諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる
四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し
て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我
が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比
べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 

監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公
正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ジュンテンドーの平成26年11月30
日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと
信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
 

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな
い。
 

以　上

 
 
（注）１　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。
２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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